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家
計
基
準
は
家
族
構
成
等
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

お
り
、た
と
え
ば
、子
ど
も
本
人
、中
学
生
の
弟
妹
、

会
社
員
の
親
、
無
収
入
の
親
の
４
人
家
族
の
ケ
ー

ス
の
例
で
は
、
年
収
３
７
８
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば

基
準
内
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

基
準
内
で
は
さ
ら
に
、
こ
の
例
で
は
次
の
区
分

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

・
第
Ⅰ
区
分
…
年
収
２
７
１
万
円
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

・
第
Ⅱ
区
分
…
年
収
２
７
１
～
３
０
３
万
円

・
第
Ⅲ
区
分
…
年
収
３
０
３
～
３
７
８
万
円

　

こ
う
し
た
例
示
は
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に

年
収
ベ
ー
ス
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
住
民
税
ベ
ー
ス
で
の
判
断
と
な
り
ま
す
。
給

付
奨
学
金
の
家
計
基
準
を
満
た
す
か
ど
う
か
は

JASSO

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
進
学
資
金
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
」
を
使
う
こ
と
で
お
お
よ
そ
の
判
断
が

可
能
で
す
。

　

な
お
、JASSO

の
「
給
付
奨
学
金
」
の
対

象
に
な
れ
ば
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」
に
よ
り
、
入

「
貸
与
型
」
に
は
無
利
子
の
「
第
一
種
奨
学
金
」
と

有
利
子
の
「
第
二
種
奨
学
金
」
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
あ
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
利
用
者
は
、「
給
付

型
」
32
・
２
万
人
、「
貸
与
型
」
１
１
５・９
万
人

（
第
一
種
：
47
・
３
万
人
、
第
二
種
：
68
・
６
万
人
）

で
し
た
。

奨
学
金
の
条
件
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　

奨
学
金
制
度
は
、
学
ぶ
こ
と
に
真
摯
に
取
り

組
む
学
生
が
、
進
学
す
る
に
あ
た
り
、
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
き
に
手
を
差

し
伸
べ
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
奨
学
金
の
申

込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
の
学
力
基
準
や
親
の

年
収
な
ど
の
家
計
基
準
等
、
奨
学
金
制
度
の
実
施

団
体
が
求
め
る
所
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

● 

給
付
奨
学
金

　
【
図
表
１
】
で
示
し
たJA

SSO
の
奨
学
金
の

例
で
見
る
と
、
も
ら
え
る
「
給
付
奨
学
金
」
の

家
計
基
準
が
特
に
厳
し
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

奨
学
金
に
は

ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か

　

教
育
資
金
が
足
り
な
く
な
っ
た
と
き
、
お
金
を

親
が
借
り
る
な
ら
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
工
面

す
る
場
合
は
「
奨し
ょ
う
が
く
き
ん

学
金
」
を
使
い
ま
す
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
、JA

SSO
）
の

令
和
２
年
度
調
査
に
よ
る
と
、
何
ら
か
の
奨
学
金

を
受
給
し
て
い
る
人
の
割
合
は
、大
学
（
昼
間
部
）

で
49
・
６
％
。
つ
ま
り
「
２
人
に
１
人
」
が
奨
学
金

を
利
用
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

奨
学
金
は
、
も
ら
え
る
「
給
付
型
」
と
、
返
済

が
必
要
な
「
貸
与
型
」
に
大
別
さ
れ
、
学
校
独
自

の
も
の
や
、
自
治
体
に
よ
る
も
の
、
企
業
独
自
の

も
の
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
調
査

で
は
、
３
８
０
９
団
体
が
、
奨
学
金
制
度
を
有
し

て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
（JA

SSO

『
奨
学

事
業
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
（
概
要
）』
よ
り
）。

　

中
で
もJASSO

の
奨
学
金
は
最
も
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、「
給
付
型
」
の
ほ
か
、

ウ
チ
の
子
で
も

奨
学
金
は
借
り
ら
れ
る
？

—
—

奨
学
金
は
情
報
戦
。早
目
に
も
れ
な
く
手
続
き
を

ファイナンシャル・プランナー
竹下 さくら

［たけした・さくら］教育資金関連の著書
に『「奨学金」上手な借り方新常識 緊急対
応版』（青春出版社）、『「教育費をどうしよ
うかな」と思ったときにまず読む本』（日
本経済新聞出版社）、『親と子の夢をかなえ
る！ “ 私立 ” を目指す家庭の教育資金の育
てかた』（共著）（近代セールス社）等がある。

気
に
な
る
家
計
の
疑
問
！　

＞＞＞　

第
３
回
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学
後
の
手
続
き
で
授
業
料
の
減
免
も
受
け
ら
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
【
図
表

２
】。
た
と
え
ば
、
私
立
大
学
に
自
宅
か
ら
通
う

学
生
に
つ
い
て
前
述
の
第
Ⅰ
区
分
に
該
当
す
る
場

合
は
、
月
額
３
万
８
３
０
０
円
（
年
額
に
し
て

45
万
９
６
０
０
円
）の
給
付
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
加
え
、
26
万
円
の
入
学
金
と
年
額
70
万
円

の
授
業
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

第
Ⅱ
区
分
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
第
Ⅰ
区

分
の
３
分
の
２
相
当
額
が
、
ま
た
、
第
Ⅲ
区
分
に

該
当
す
る
場
合
は
第
Ⅰ
区
分
の
３
分
の
１
相
当
額

が
、
給
付
奨
学
金
・
授
業
料
等
減
免
と
も
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
【
図
表
２
】
で
は
大
学
（
昼
間
部
）
の
例
を
載

せ
て
い
ま
す
が
、
夜
間
部
で
も
上
限
額
が
あ
り
、

ま
た
、
短
大
や
高
専
、
専
門
学
校
に
つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
支
援
措
置
の
上
限
額
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
対
象

で
あ
り
な
が
ら
、
専
門
学
校
等
で
は
対
象
外
の

と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
進
学
希
望
先
が
対
象
に

な
っ
て
い
る
か
を
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
政
府
は
現
在
、

対
象
と
な
る
要
件
を
現
状
よ
り
緩
和
す
る
方
向
で

調
整
を
進
め
て
い
る
た
め
、
今
後
の
動
向
を
注
目

し
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

● 

貸
与
奨
学
金

　

さ
て
、
借
り
る
「
貸
与
奨
学
金
」
に
つ
い
て
も

確
認
し
て
お
く
と
、【
図
表
１
】
で
見
た
よ
う
に
、

有
利
子
で
借
り
る
「
第
二
種
奨
学
金
」
の
ほ
う
が
、

無
利
子
の
「
第
一
種
奨
学
金
」
よ
り
、
学
力
基
準
・

家
計
基
準
と
も
に
緩
や
か
で
す
。【
図
表
３
】
で

【図表１】日本学生支援機構の「奨学金」の採用基準

出典：日本学生支援機構HPより筆者作成

学力基準 家計基準

給付奨学金
① 評定平均 3.5 以上
② �①に該当しない場合、将来、社会で自立し、

及び、活躍する目標をもって、進学しようと
する大学等における学習意欲を有すること

① �収入基準…住民税非課税又はそれに準ずる世帯と
認められること

② 資産基準…一定額未満
（例）生計維持者が1人の場合：1,250万円未満
　　 生計維持者が2人の場合：2,000万円未満

貸
与
奨
学
金

第一種奨学金
（無利子で借りる）

評定平均 3.5 以上
　（注）経済的に極めて困難な方には、

　第一種奨学金の学力基準の緩和あり

生計維持者（父母）の年収が基準以下
（例）本人、会社員の親、無収入の親、中学生の

       弟妹の4人家族の場合の上限：約747万円

第二種奨学金
（有利子で借りる） 平均水準 以上

生計維持者（父母）の年収が基準以下
（例）本人、会社員の親、無収入の親、中学生の
　　　弟妹の4人家族の場合の上限：約1,100万円

※ここでいう「評定平均」は、高等学校等における申込時までの全履修科目の評定平均値（5段階評価）

【図表２】高等教育の修学支援新制度の例　＜大学（昼間部）＞
日本学生支援機構の「給付奨学金」 授業料等減免

月額 （参考）年額 授業料減免上限額（年額） 入学金減免上限額（1回限り支給）

大学
国公立

自宅 29,200円 350,400円
535,800円 282,000円

自宅外 66,700円 800,400円

私立
自宅 38,300円 459,600円

700,000円 260,000円
自宅外 75,800円 909,600円

【図表３】日本学生支援機構の「貸与奨学金」の上限額（月額）
大学 短期大学・専修学校（専門課程）

国公立 私立 国公立 私立
自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

第一種
奨学金

最高月額 45,000円 51,000円 54,000円 64,000円 45,000円 51,000円 53,000円 60,000円

最高月額以外
の月額 30,000円

20,000円

40,000円
30,000円
20,000円

40,000円
30,000円
20,000円

50,000円
40,000円
30,000円
20,000円

30,000円
20,000円

40,000円
30,000円
20,000円

40,000円
30,000円
20,000円

50,000円
40,000円
30,000円
20,000円

第二種奨学金 20,000円～120,000円   （10,000円単位）      
入学時特別増額貸与奨学金 100,000円～500,000円（100,000円単位）

出典：文部科学省HP、日本学生支援機構HPより筆者作成

出典：日本学生支援機構HPより筆者作成※給付奨学金と併せて第一種奨学金を利用する場合は、第一種奨学金の貸与月額が調整される
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せ
が
こ
な
い
奨
学
金
の
利
用
額
を
試
算
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

貸
与
型
奨
学
金
の
金
利
と

返
還
時
の
注
意
点

　

JA
SSO

の
「
貸
与
奨
学
金
」
を
返
す
際
は
、

〝
返
済
〟
で
は
な
く
〝
返
還
〟
と
い
う
言
葉
を
用

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
過
去
に
利
用
し
た
先
輩
が

返
し
た
お
金
を
も
と
に
自
分
た
ち
が
奨
学
金
を
借

り
、
自
分
た
ち
が
将
来
に
返
し
た
お
金
を
も
と
に

次
世
代
の
学
生
が
奨
学
金
を
借
り
る
し
く
み
を

取
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
、「
貸
与
奨
学
金
」
は
必
ず
返
す
覚

悟
を
持
っ
て
利
用
す
る
こ
と
が
前
提
で
、も
し
も
、

返
還
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
はJASSO

に
な
る
べ
く
早
く
相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

病
気
や
失
業
等
で
返
還
が
難
し
く
な
っ
た
人
の

た
め
の
２
つ
の
救
済
制
度
で
は
、
い
ず
れ
も
返
還

終
了
の
時
期
が
当
初
よ
り
遅
く
な
る
も
の
の
、
利

子
は
増
え
る
こ
と
な
く
、
返
還
予
定
総
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
【
図
表
４
】。

　

さ
て
、JA

SSO

の
「
貸
与
奨
学
金
」
の
場
合
、

借
入
れ
が
終
わ
っ
た
月
の
７
カ
月
先
、
た
と
え
ば

卒
業
す
る
３
月
ま
で
借
り
た
例
で
言
え
ば
社
会
人

１
年
目
の
10
月
か
ら
、
奨
学
金
の
返
還
が
始
ま
り

ま
す
。
在
学
中
の
利
子
は
か
か
ら
な
い
た
め
、
３

月
中
に
返
還
で
き
た
部
分
は
、
第
二
種
奨
学
金
で

借
り
て
も
無
利
子
扱
い
で
す
。こ
の
例
で
４
月
以
降

は
利
子
が
か
か
り
ま
す
。

　

一
般
に
、
就
職
が
決
ま
っ
た
後
は
時
間
的
ゆ
と

り
が
で
き
て
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出
し
や
す
い
も

日
々
の
生
活
が
厳
し
く
な
り
、〝
借
金
返
済
の
た
め

に
働
い
て
い
る
〟
状
況
に
陥
り
が
ち
で
す
。

　

仮
に
、
月
額
５
万
円
の
奨
学
金
を
４
年
間
借

り
る
と
、
４
年
間
の
総
額
は
２
４
０
万
円
で

す
。
無
利
子
で
15
年
返
還
す
る
な
ら
、
月
額

１
万
３
３
３
３
円（
＝
２
４
０
÷
15
年
÷
12
カ
月
）

を
返
し
て
い
く
計
算
で
す
。
よ
り
大
き
な
額
を

借
り
た
り
、
有
利
子
で
借
り
て
利
子
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
毎
月
の
返
還
額
が
２
万
円
を

超
え
る
こ
と
は
あ
り
が
ち
で
す
。

　

仮
に
、
初
任
給
20
万
円
の
企
業
に
就
職
し
た

ケ
ー
ス
で
具
体
的
に
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
、
所

得
税
や
社
会
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
、
一
般
に

手
取
り
は
16
万
円
程
度
。
た
と
え
ば
、
住
居
費

６
万
円
、
食
費
４
万
円
、
水
道
光
熱
費
２
万
円
、

こ
づ
か
い
２
万
円
と
い
っ
た
配
分
で
一
人
暮
ら
し

を
始
め
る
と
、
残
り
は
２
万
円
。
こ
の
残
り
２
万

円
の
中
で
、
各
種
の
保
険
料
や
貯
蓄
、
奨
学
金
返

還
、
医
療
費
な
ど
の
突
発
的
な
支
出
を
ま
か
な
う

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
奨
学
金
返
済
だ
け
で
２
万
円
を
超

え
る
よ
う
な
状
況
で
は
、
将
来
に
向
け
た
貯
蓄
を

す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ボ
ー
ナ

ス
も
期
待
で
き
な
い
世
の
中
の
た
め
、
奨
学
金
返

還
を
抱
え
る
中
で
も
、
月
々
か
ら
貯
蓄
が
で
き
る

家
計
運
営
を
目
指
す
姿
勢
が
重
要
で
す
。

　

JA
SSO

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
奨
学
金
貸
与
・

返
還
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
奨
学
金
の
種

類
や
貸
与
月
額
、
利
率
な
ど
様
々
な
条
件
で
、
将

来
の
返
還
額
や
返
還
回
数
を
試
算
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
将
来
の
生
活
に
し
わ
寄

減額返還

一定期間、毎月の返還額を1/2または1/3に減らす
ことが可能。その分だけ返還期間は長くなる（この
制度を利用しても利子は増えないため、返還予定
総額は変わらない）。

返還期限
猶予

一定期間、毎月の返還を先送りすることが可能。
その分だけ返還終了が遅くなる（この制度を利用
しても利子は増えないため、返還予定総額は変わ
らない）。

【図表４】JASSO「貸与奨学金」の
　　　　返還が難しくなった際の２つの救済制度

【図表５】JASSO「貸与奨学金」申込み時の〝2択〟の例

返還方式
定額返還方式

（借りた総額を均等に
割った額をベースに返還）

所得連動返還方式
（毎月の返還額が前年の所得
に連動して毎年定まる）

保証 人的保証 機関保証

利子 利率見直し方式 利率固定方式

借
り
ら
れ
る
額
を
見
て
も
、た
と
え
ば
、私
立
大
学

に
自
宅
か
ら
通
う
場
合
の
例
で
は
、
第
一
種
奨
学

金
は
２
万
円
、
３
万
円
、
４
万
円
、
５
・
４
万
円

か
ら
の
選
択
（
最
高
月
額
の
５
・
４
万
円
を
借
り

る
場
合
は
所
定
の
家
計
基
準
を
満
た
す
必
要
あ

り
）
と
な
り
ま
す
が
、
第
二
種
奨
学
金
で
借
り
る

場
合
は
２
万
円
～
12
万
円
（
１
万
円
単
位
）
か
ら

の
選
択
と
な
り
ま
す
。

奨
学
金
と
言
っ
て
も
、貸
与
型
は
借
金
。

借
り
す
ぎ
に
注
意 

！

　
「
奨
学
金
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
は
耳
に
心
地

よ
い
も
の
で
す
が
、「
貸
与
型
」
は
は
っ
き
り
言

え
ば
借
金
で
す
。
借
り
す
ぎ
る
と
後
で
返
す
際
の出典：筆者作成

※上記の救済制度を利用するにあたっては、収入等の基準を満たす必要がある
出典：筆者作成
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ス
を
逃
し
ま
す
。
子
ど
も
の
志
望
校
の
入
学
案

内
を
入
手
し
た
ら
、
学
費
の
次
の
ペ
ー
ジ
あ
た
り

に
給
付
型
の
奨
学
金
に
関
す
る
記
載
が
な
い
か
、

親
が
確
認
し
て
手
続
き
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
い
ず
れ
も
、た
と
え
採
用
候
補
者
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
浪
人
し
た
り
他
大
学
に
進
学
し
た
場
合

は
自
動
的
に
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は

申
込
み
し
て
お
く
と
権
利
を
獲
得
で
き
ま
す
。

　

奨
学
金
は
ま
さ
に
情
報
戦
で
あ
る
た
め
、
親
も

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
、
早
目
に
も
れ
な
く
手
続
き

し
た
人
に
有
利
な
時
代
と
言
え
そ
う
で
す
。

の
よ
う
な
「
利
率
見
直
し
方
式
」
の
い
ず
れ
か
を

選
ん
で
申
込
み
ま
す
。
令
和
５
年
３
月
に
貸
与
が

終
わ
っ
た
人
の
利
率
は
、
利
率
固
定
方
式
で
は
０
・

９
０
５
％
、
利
率
見
直
し
方
式
な
ら
０・３
０
０
％

程
度
。
適
用
さ
れ
る
利
率
は
借
入
れ
満
了
時
に
決

ま
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
、
借
入
時
に
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
大
学
４
年
生
の
秋
～
冬
に
変
更
の
機
会

が
あ
る
た
め
、
そ
の
時
点
で
、
世
の
中
の
動
向
も

見
極
め
な
が
ら
再
検
討
す
る
と
安
心
で
す
。

奨
学
金
の
準
備
は
、

い
つ
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
か

　

奨
学
金
を
本
格
的
に
考
え
る
の
は
進
学
先
が
決

ま
っ
て
か
ら
と
思
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
実
は
、
高
校
３
年
生
か
ら
手
続
き
を
始

め
る
の
が
今
の
ト
レ
ン
ド
で
す
。JA

SSO

の
奨

学
金
の
例
で
言
え
ば
、
大
学
進
学
後
に
募
集
さ
れ

る
「
在
学
採
用
」
よ
り
も
、
高
校
３
年
生
で
応
募

す
る
「
予
約
採
用
」
を
利
用
し
た
ほ
う
が
チ
ャ
ン

ス
も
多
く
、
奨
学
金
を
手
に
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ

も
早
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

予
約
採
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
【
図
表
６
】
の

通
り
で
、
一
般
に
高
校
３
年
生
の
春
に
開
催
さ
れ

る
学
校
で
の
説
明
会
に
参
加
し
、
書
類
を
そ
ろ
え

て
申
込
み
を
す
れ
ば
、
秋
～
冬
に
は
採
用
候
補
者

に
な
っ
た
通
知
が
届
き
、
進
学
先
の
大
学
で
進
学

届
を
提
出
す
る
と
翌
月
に
は
振
り
込
み
が
開
始
さ

れ
る
流
れ
で
す
。

　

学
校
独
自
の
「
給
付
型
」
の
奨
学
金
は
高
校

３
年
生
の
秋
頃
に
締
め
切
る
も
の
が
多
い
た
め
、

進
学
先
が
決
ま
っ
て
か
ら
の
検
討
で
は
チ
ャ
ン

の
で
す
が
、
そ
の
お
金
で
早
め
に
返
還
す
る
工
夫

も
大
事
で
す
。
ま
た
、
返
還
が
10
月
か
ら
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
奨
学
金
返
還
ラ
イ
フ
に

備
え
た
家
計
管
理
を
始
め
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

な
お
、
奨
学
金
の
申
込
み
時
に
は
、
返
還
方
式

や
保
証
方
法
、
利
子
の
種
類
に
つ
い
て
決
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。「
定
額
返
還
方
式
」
は
借
り
た
総
額
を
均
等

に
割
っ
た
額
を
ベ
ー
ス
に
粛
々
と
返
還
す
る
も
の

で
、「
所
得
連
動
返
還
方
式
」
は
毎
月
の
返
還
額

が
前
年
の
所
得
に
連
動
し
て
毎
年
定
ま
る
し
く
み

で
す
【
図
表
５
】。
将
来
の
収
入
不
安
を
考
え
れ

ば
「
所
得
連
動
返
還
方
式
」
を
選
び
た
い
人
も
多

い
の
で
す
が
、
利
用
で
き
る
の
は
第
一
種
奨
学
金

の
利
用
者
の
み
で
す
。

　

そ
の
た
め
、「
貸
与
奨
学
金
」
を
選
ぶ
際
に
、

基
準
が
緩
く
大
き
な
額
を
借
り
ら
れ
る
か
ら
と

安
易
に
初
め
か
ら
第
二
種
奨
学
金
を
選
ぶ
の
で

は
な
く
、
第
一
種
奨
学
金
を
ま
ず
申
込
ん
で
ダ
メ

な
ら
第
二
種
奨
学
金
で
、
と
い
っ
た
申
込
み
時
の

選
択
肢
を
選
ぶ
戦
術
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、必
ず
「
機
関
保
証
」か
「
人
的
保
証
」
を

選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、「
人
的
保
証
」
は

保
証
人
が
そ
ろ
え
る
べ
き
書
類
や
手
間
が
か
か
る

点
に
注
意
が
必
要
で
す
。「
機
関
保
証
」
は
保
証

料
が
か
か
り
ま
す
（
奨
学
金
の
振
込
時
に
保
証
料

が
差
し
引
か
れ
ま
す
）。
ま
た
、「
所
得
連
動
返
還

方
式
」
の
利
用
時
は
必
ず
「
機
関
保
証
」
の
利
用

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
利
子
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
固
定
金

利
の
よ
う
な
「
利
率
固
定
方
式
」
と
、
変
動
金
利

【図表６】奨学金の採用スケジュール（予約採用の例）

進学前

春～ 高等学校等から申込関係書類を受け取る

春～夏 申込手続き

秋～冬 「採用候補者決定通知」の交付

進学後

春～ 「進学届」の提出

奨学金の振込開始

返還誓約書の提出（貸与奨学金）

支給額の見直し（給付奨学金）

出典：日本学生支援機構HPより筆者作成
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